
在
外
公
館
の
名
称
及
び
位
置
並
び
に
在
外
公
館
に
勤
務
す
る
外
務
公
務
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
日

参

議

院

外

交

防

衛

委

員

会

今
日
、
国
際
情
勢
が
不
透
明
さ
を
増
し
て
い
る
中
、
我
が
国
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
国
益
を
踏
ま
え
つ
つ
、
国
際
社
会
と

の
協
力
・
連
携
の
下
、
国
際
的
諸
課
題
に
毅
然
と
対
応
す
る
外
交
力
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
我
が
国
外
交
を
担
う
外
務
省
の

体
制
強
化
と
危
機
管
理
体
制
の
抜
本
的
改
革
が
必
要
で
あ
る
。
他
方
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
破
綻
に
よ
る
世
界
金
融
危
機
を

契
機
に
国
際
経
済
の
著
し
い
後
退
局
面
が
生
じ
る
中
、
我
が
国
経
済
は
未
曾
有
の
危
機
的
状
況
に
陥
っ
て
お
り
、
財
政
事
情
は

依
然
と
し
て
厳
し
い
。
外
務
省
に
お
い
て
は
組
織
改
革
や
手
当
の
見
直
し
に
際
し
、
こ
う
し
た
国
内
事
情
を
重
く
受
け
止
め
、

と
り
わ
け
外
務
公
務
員
の
手
当
に
向
け
ら
れ
る
国
民
の
声
に
真
摯
に
応
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
政
府
は
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
検
討
の
上
、
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
べ
き
で
あ

る
。

一
、
我
が
国
外
交
の
最
前
線
基
地
で
あ
る
在
外
公
館
等
の
新
設
に
関
し
て
は
、
我
が
国
の
国
益
と
相
手
国
と
の
相
互
主
義
の
原



則
等
を
踏
ま
え
、
戦
略
的
に
そ
の
増
強
・
整
備
に
当
た
る
こ
と
。
な
お
、
コ
ン
パ
ク
ト
公
館
の
設
置
に
関
し
て
は
、
関
係
在

外
公
館
と
の
協
力
・
連
携
を
十
分
図
り
、
在
外
公
館
と
し
て
の
機
能
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
留
意
す
る
こ
と
。

二
、
在
外
公
館
に
お
い
て
は
、
大
規
模
自
然
災
害
や
犯
罪
・
テ
ロ
等
の
緊
急
事
態
に
お
け
る
在
外
邦
人
に
対
す
る
迅
速
か
つ
き

め
細
や
か
な
支
援
を
可
能
と
す
る
た
め
、
日
常
の
情
報
提
供
、
共
有
体
制
等
も
含
め
て
危
機
管
理
体
制
の
機
能
拡
充
に
努
め

る
こ
と
。

三
、
我
が
国
の
厳
し
い
財
政
事
情
を
厳
粛
に
受
け
止
め
、
在
外
公
館
に
関
わ
る
予
算
の
効
率
性
・
透
明
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、

そ
の
執
行
に
当
た
っ
て
は
、
適
切
な
支
出
が
図
ら
れ
る
よ
う
具
体
的
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

四
、
在
勤
手
当
に
つ
い
て
は
、
国
内
の
財
政
状
況
や
外
交
活
動
を
推
進
す
る
上
で
の
必
要
性
を
踏
ま
え
、
民
間
企
業
、
諸
外
国

の
外
交
官
の
給
与
・
手
当
の
水
準
及
び
各
任
地
の
事
情
に
か
ん
が
み
、
為
替
・
物
価
等
の
変
動
が
反
映
さ
れ
る
形
で
客
観
的

に
算
出
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
必
要
に
応
じ
て
在
勤
手
当
全
般
に
わ
た
る
内
容
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
。
特
に
為
替
変
動
に

よ
る
在
勤
基
本
手
当
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
直
近
の
デ
ー
タ
を
基
に
見
直
し
を
す
る
こ
と
。
ま
た
、
研
修
員
手
当
に
つ
い

て
は
、
研
修
地
に
お
け
る
一
般
の
学
生
の
生
計
費
の
実
態
を
十
分
考
慮
し
て
、
適
宜
検
討
を
行
う
こ
と
。

五
、
国
際
社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
海
外
渡
航
者
や
在
留
邦
人
の
増
加
と
と
も
に
領
事
業
務
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る



こ
と
に
か
ん
が
み
、
邦
人
の
活
動
環
境
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
国
民
の
視
点
に
立
っ
た
領
事
サ
ー
ビ
ス
の
不
断
の
向
上
に
努

め
る
こ
と
。

六
、
外
務
省
に
お
い
て
は
、
総
務
省
の
行
政
評
価
・
監
視
結
果
を
踏
ま
え
、
不
祥
事
の
再
発
を
防
止
し
、
信
頼
を
回
復
す
る
た

め
、
よ
り
一
層
の
情
報
公
開
と
外
交
機
能
強
化
の
た
め
の
組
織
・
制
度
の
改
革
に
全
力
で
取
り
組
み
、
そ
の
成
果
を
国
民
に

対
し
て
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
こ
と
。

七
、
在
外
公
館
に
お
け
る
監
査
・
査
察
体
制
の
一
層
の
強
化
を
図
る
こ
と
。

八
、
国
際
機
関
に
お
け
る
幹
部
職
員
を
含
め
邦
人
職
員
の
増
強
に
向
け
て
国
際
社
会
に
通
用
す
る
人
材
の
一
層
の
育
成
を
図
る

と
と
も
に
、
援
助
や
平
和
構
築
な
ど
様
々
な
分
野
に
お
い
て
高
級
幹
部
も
含
め
外
部
の
人
材
の
積
極
的
活
用
を
図
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


